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前期の2024年3月期は、売上高および営業利益ともに過去最
高を更新するとともに、中期経営計画（以下、中計）の目標を
売上高と営業利益ともに1年前倒しで達成しました。2025年3月
期の見通しは、売上高1,250億円と中計に対してプラス150億
円、営業利益133億円と中計に対してプラス13億円を予想して
おり、順調に推移しています。
今、お客様を取り巻く環境は目まぐるしく変化しています。そ

のような環境下、ＤＴＳグループは、最先端テクノロジーで大胆
な業務変革を実現し、お客様の事業戦略をかなえることを目指し
ています。注力領域であるデジタル／ソリューション／サービス
関連を合わせたフォーカスビジネスを核に取り組みを強化し、成
長投資も続けていきます。
「Vision2030」に掲げる「期待を超える価値を提供するため
にチャレンジし続ける企業へ」の実現に向け、社員一同邁進す
る所存です。今後とも、一層のご支援を賜りますよう、お願い
申し上げます。
また、この度は当社海外グループ会社における不正により、

ステークホルダーの皆様に多大なるご迷惑とご心配をおかけいた
しましたことを、深くお詫び申し上げます。コンプライアンス厳
守で事業運営をしておりましたが、この事態を重く受け止め、再
発防止を徹底し信頼回復に努めてまいります。

T O P  M E S S A G E
株主の皆様へ

昨年度は、中期経営計画の事業収益目標を1年前倒しで 
達成しました。長期展望「Vision2030」の実現に向け
フォーカスビジネスを核にさらなる成長を目指し、ＤＴＳ 
グループはチャレンジし続けてまいります。

代表取締役社長 北村  友朗

特別調査委員会による調査報告書および再発防止についての
ご報告は、当社ホームページに掲載させていただいております。
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売上高 営業利益

598億54百万円 64億55百万円
（前年同期比 5.5%増） （前年同期比 7.0%増）

2025年3月期 中間決算のポイント

（百万円） （百万円）

■通期　■中間期

決算情報の詳細は、当社IRサイト内の
「財務ハイライト」ページをご覧ください。
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親会社株主に帰属する
中間（当期）純利益 １株当たり配当金

44億57百万円 50円
（前年同期比 7.7%増）

（百万円） （円）

※ 2023年3月期の配当金には創立50周年記念
配当（中間期20円、期末30円）を含んでい
ます。



金融業界においてグローバル化が進む近年では、国際的な
基準を満たすマネー・ローンダリング対策は重要な課題です。
ＤＴＳでは長年培った業務知識や経験を活かしたマネー・
ローンダリング対策ソリューションを提供します。

ＤＴＳのマネー・ローンダリング
対策ソリューション

マネー・ローンダリング対策なら
「AMLion（アムリオン）」

大和証券グループ本社がAML/CFT業務における
経済制裁リスト照合に「AMLion（アムリオン）」を導入

「AMLion（アムリオン）」は、銀行・証券・保険・カードなど金
融のさまざまな業態を対象としたマネー・ローンダリング対策パッ
ケージソフトです。AMLionは、顧客リスク評価、ウォッチリスト
照合、取引モニタリングというマネー・ローンダリング対策に必
要な機能をワンパッケージで
提供。厳格な顧客管理と適
切なリスク検知を実現します。

株式会社大和証券グループ本社に、「AMLion（アムリオン）」
の「ウォッチリストスクリーニングシステム リアルタイム（以下、
WLS-R）」を導入しました。今回導入いただいた「WLS-R」は
「AMLion」の特徴的な機能の一つで、公的機関や情報ベン
ダーが提供するリスト、自社で作成したウォッチリ
ストと、マネー・ローンダリングが疑われる取引や
取引相手を照合し、掲載対象者の疑いがある法
人・個人を遅滞なく検出することができます。

S P E C I A L  F E AT U R E
特　集



生命保険業界向けマネー・ローンダリング対策システム
「AMLion（アムリオン）」を本格提供
マネー・ローンダリング対策システム「AMLion（アムリオン）」

の生命保険業界版を2024年7月1日から提供開始しました。
生命保険業界版では保険業界向けの金融庁のマネロンガイ

ドラインへの適合に特化しており、すでに国内の大手生命保険
会社での採用が決まっています。
またＤＴＳは、生命保険業界における30年以上の

システム開発の実績から抽出した生命保険業界固
有の要件とニーズに対応しています。

中堅金融機関向けにAML
ケース管理ツールを提供開始

国内中堅金融機関（銀行・証券・仮想通貨・生命保険等）
をターゲットにマネー・ローンダリング対策（以下AML）ケー
ス管理ツールを2024年9月１日から提供開始しました。
中堅金融機関においてAML業務システムのコストがネック

となり、抽出された疑わしい取引のケース管理のシステム化が進
まず、オペレーションの属人化による業務負荷の増加が課題と
なっています。
ＤＴＳは、中堅金融機関向けに価格と機能をア

ジャストさせ、より広くAML業務の効率化に貢献す
ることを目指しています。



I N F O R M AT I O N
ご案内

ＤＴＳ野球部サイトのご案内

阪神電気鉄道株式会社が運営する、今年開場100
周年を迎える阪神甲子園球場に社名広告を掲出しまし
た。日本最古の本格的な野球場という伝統を礎に、次
の未来を目指していく阪神甲子園球場の姿
は、創立50年を超えたＤＴＳの「チャレンジ
し続け、常に変化を楽しむ」経営方針とも
融合する価値観であると考えています。

野球部は、1972年の会社設立と同時に「野球同好会」とし
てスタートし1990年に「ＤＴＳ野球部」となりました。TJK（東
京都情報サービス産業健康保険組合）事業所対抗軟式野球
大会をはじめ、中央区軟式野球連盟大会等、数々の大会で優
勝を重ねています。
当社野球部に関連する情報を発信するため、公

式サイトを開設しました。ぜひご覧ください。

阪神甲子園球場に社名広告を掲出
野球の聖地から全国へ、ＤＴＳの社名を発信



コーポレートサイトのご案内

当社のホームページでは、株主・投資家の皆様に対し
て、企業情報や財務情報をはじめとして、積極的に情
報を開示しています。当社をよりご理解いただくために
も、ぜひご覧ください。

IRに関する当社の情報を迅速にお届けするため、IR
ニュースメールを配信しています。ご登録は、当社ホー
ムページからお願いします。ぜひご利用ください。

IRサイトのご案内

IRメール配信サービスのご案内

◦中期経営計画
◦財務ハイライト
◦決算説明会資料
◦決算短信
◦有価証券報告書

◦ファクトブック
◦統合報告書
◦IRカレンダー
◦株式の概要　等

IRサイトの主な掲載内容



事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月

定時株主総会の基準日 3月31日

証券コード 9682

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

特定口座の
口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号　
三井住友信託銀行株式会社 
証券代行部

（電話照会先） 電話0120-782-031（フリーダイヤル）

商号 株式会社ＤＴＳ
DTS CORPORATION

設立年月日 1972年8月25日

資本金 6,113百万円

従業員数 連結：6,330名　単独：3,238名

本社 〒104-0032
東京都中央区八丁堀2-23-1 
エンパイヤビル
TEL：03-3948-5488（代表）
URL：https://www.dts.co.jp/

会社概要  （2024年9月30日現在）

株主メモ

お知らせ

住所変更、単元未満株式の買取のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主
様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会
社にお申出ください。

未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出くだ
さい。


